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１．研究概要 

 Webアプリケーションフレームワーク「Ruby 

on Rails」（略称 Rails）を使用してコロナ予

防促進 Web アプリを制作した。機能は、１日

１回の「健康観察」とコロナ対策に効果的な

「項目チェック」、集めたポイントで遊ぶ「ミ

ニゲーム」を制作した。 

 

２. 研究の具体的内容 

（１）Rails とは 

 プログラミング言語「Ruby」で作られた、

Web アプリ開発を簡単に行えるフレームワー

クで、MVC モデルを基礎としている（図１）。 

・M（Model） 

データベースを操作する仕組み。 

・V（View) 

 画面表示を取り扱う。 

・C（Controller） 

 Model と View に指示を出す司令塔で、アプ

リの機能を制御する。 

 

 

図１ MVC モデルのイメージ 

 

（２）環境構築 

 ・AWS Cloud9 : ブラウザから使える IDE。 

 ・Heroku : Web サーバを提供する PaaS。 

 ・GitHub : ソフトウェアのバージョン管理。 

これらのサービスの ユーザ登録を行い

Rails の初期設定とアプリのデプロイを行

った。 

 （３）アプリの機能紹介 

  今回制作したアプリ主な機能を４つ紹介

する。 

（ア） 健康観察機能 

 １日１回体温を入力し、体調不良のチェ

ックを行う機能である。健康観察を行うこ

とで一定のポイントが貰える（図２,３）。 

 

 

図２ アプリ画面 

 

 

図３ Controller（一部抜粋） 

 

（イ） 項目チェック機能 

 コロナ予防に効果的な行動をチェック

する機能である。具体的には、「マスクを

つけて外出したか」,「手指消毒をしたか」,

「３密を避けて行動したか」等の項目をク

リアしたかをチェックする。達成度によっ

て貰えるポイントが変化する（図４,５）。 



 

図４ アプリ画面 

 

 

図５ Controller（一部抜粋） 

 

（ウ） レポート機能 

 「健康観察」と「項目チェック」で入力

したデータを確認する機能である。月別

の一覧表のような形で確認できるほか、

任意の日付の健康データを検索できる

（図６,７）。 

 

 

図６ アプリ画面 

 

 

図７ View 

 

  （エ）ミニゲーム 

   ポイントを使って遊ぶコレクションゲ

ームを制作した。ガチャで入手したアイテ

ムは図鑑に登録され、合成で新たなアイテ

ムを作ることができる（図８,９,１０）。 

 

 

図８ アプリ画面（図鑑ページ） 

 

 

図９ アプリ画面（合成ページ） 



 

図１０ Controller（ガチャ部分） 

 

（４）プログラミング 

 （ア）データベース設計と Model の実装 

  まずテーブル間のリレーションやカラム

を整理し、E-R 図を作成した（図１１）。 

 

図１１ E-R 図 

 

 次に Model を作成し、ユーザの操作に応じ

てデータベースを扱えるようにした 

（図１２,１３）。Model によって、SQL を書

くことなく Ruby のコードで簡単にデータベ

ースを扱うことができる他、SQL インジェク

ションを意識することなく防ぐことができ

る。 

 

図１２ 作成したモデル（編集後） 

 

 

図１３ データベース（一部抜粋) 

 

（イ）登録フォームのバリデーション 

データの整合性を保つため、JavaScript

でリアルタイムに入力チェックを行うプロ

グラムを作成した。メールアドレスの一意性

チェックはサーバへのリクエストが必要な

ため、Ajax で非同期処理を行った（図１４）。 

 

図１４ Ajax プログラム（一部抜粋） 

 

 （ウ）バッチ処理 

  Heroku のアドオン Heroku Scheduler を

使用して、１日１回処理を行うバッチプロ

グラムを実行させた。バッチプログラムを

作成し、Heroku Scheduler（図１５）にコ

マンド、実行周期、実行開始時刻を入力す

るだけでバッチ処理を実装することができ

る。なお、時刻の指定は UTC（世界標準

時）で行うため、日本時間より９時間遅ら

せて指定した。 



 

図１５ Heroku Scheduler 

（５）スタイリング 

 SCSS でアプリのスタイリングを行った。 

また、Google Chrome の拡張機能であるデベ

ロッパーツール（図１６）を使用することで、

スタイルの適用範囲が可視化される他、スタ

イルを手軽に試すことができるため、開発効

率が飛躍的に向上した。 

 

 

 

図１６ デベロッパーツール 

 

（６）アプリの完成イメージ 

 最後に、アプリの QR コードと URL を紹介

する（図１７）。 

 

 

https://kaken.herokuapp.com 

図１７ QR コードと URL 

３. 研究のまとめ 

 今回のアプリ制作を通して Rails の基礎を

はじめ、アプリ開発のノウハウや Web の仕組み

などたくさんのことを学ぶことができた。特に

開発では、コードの冗長性を極力なくすことで

バグの抑制や保守性の向上に繋げることがで

きた。反省点としては、設計通りの開発ができ

ずプログラムを作り直すことがあったため、最

初の設計を更にしっかりするべきだと感じた。

今回の研究での経験をもとに今後は Web につ

いての技術を高め、IoB（Internet of Behavior）

を活用して技術的に人々の行動に働きかける

アプリを開発していきたい。 
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